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【はしがき】
平成1 5-1 7年度文部科学省研究補助金基盤研究(B) (2) (課題番
号15310068)により､熱的および化学的に安定な一次元ナノ反応場
における単結晶磁性体ナノワイヤの水熱合成に関する研究を行った｡
その成果として3年間に公表した論文および学会発表を本報告書に
まとめている｡また､この期間に発表した関連する分野での研究に
ついても参考資料として添付した｡
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